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招集通知の閲覧も、議決権行使も
QRコード®を1つ読み取れば、

どちらも簡単に行うことができます。

スマートフォンでらくらく！

第 74 回 定時株主総会

招集ご通知

開催日時
2026年６月29日（月曜日）午前10時
（受付開始：午前９時00分）
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東京都立川市曙町二丁目14-16
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決議事項
第１号議案 取締役９名選任の件
第２号議案 取締役賞与支給の件
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証券コード7239
2026年６月５日

株 主 各 位
東京都青梅市末広町一丁目3番1号

代表取締役社長 山本 雄一郎

第74回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
さて、当社第74回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申しあげます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイ

トに電子提供措置事項を掲載しております。
当社ウェブサイト
（https://www.tachi-s.co.jp/ir/stock_information/meeting.html）

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）
上記ウェブサイトにアクセスして、当社名又は証券コードを入力・検索し、
「基本情報」「縦覧書類／PR情報」を順に選択の上、ご覧ください。

三井住友信託銀行ウェブサイト（株主総会ポータル®）
（https://www.soukai-portal.net）

QRコード®は
議決権行使書

用紙に
ございます。

なお、当日ご出席されない場合は、書面又は電磁的方法（インターネット等）により、議決権
を行使することができます。お手数ながら電子提供措置事項に掲載の「株主総会参考書類」をご
検討いただき、３頁から４頁に記載の「議決権行使についてのご案内」をご参照のうえ、2026
年６月26日（金曜日）午後５時までに議決権を行使くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

１. 日 時 2026年６月29日（月曜日）午前10時（受付開始：午前９時00分）
２. 場 所 東京都立川市曙町二丁目14-16

ホテルエミシア東京立川 カルログランデ（４階）
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３. 目的事項
報告事項 １. 第74期（2025年４月１日から2026年３月31日まで) 事業報告の内容、

連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結
果報告の件

２. 第74期（2025年４月１日から2026年３月31日まで) 計算書類の内容報
告の件

決議事項
第１号議案 取締役９名選任の件
第２号議案 取締役賞与支給の件

４. 招集にあたっての決定事項
（１）ご返送いただいた議決権行使書において、各議案につき賛否の表示をされない場合は、賛

成の意思表示があったものとしてお取扱いいたします。
（２）当日ご欠席の際は、当社の議決権を有する他の株主１名を代理人として本株主総会にご出

席いただくことが可能です。ただし、代理権を証明する書面のご提出が必要となりますの
でご了承ください。

（３）議決権の不統一行使をされる場合には、株主総会の日の３日前までに議決権の不統一行使
を行う旨とその理由を書面又は電磁的方法により当社にご通知ください。

５. その他本招集ご通知に関する事項
（１）ご送付している書面は、書面交付請求に基づく電子提供措置事項記載書面を兼ねておりま

す。また、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、事業報告の「業務の適正を確保す
るための体制及び当該体制の運用状況の概要」「会社の支配に関する基本方針」並びに連
結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」、計算書類の「株主資本等変動
計算書」及び「個別注記表」を記載しておりません。なお、当該書面は監査報告を作成す
るに際し、監査役及び会計監査人が監査をした書類の一部であります。

（２）電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載
させていただきます。

６. その他
（１）当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいま

すようお願い申しあげます。
（２）本株主総会の決議結果につきましては、書面による決議通知のご送付に代えて、株主総会

終了後にインターネット上の当社ウェブサイトに掲載させていただきます。
（３）当日ご出席の株主様へのお土産はご用意いたしておりません。株主の皆様にはご理解賜り

ますようお願い申しあげます。
（４）本株主総会の目的事項に関するご質問を、株主総会ポータルⓇ内、「事前質問へ」のボタン

から受け付けております。株主の皆様の関心の高い事項につきましては、本株主総会で取
り上げさせていただく予定です。なお、個別のご回答はいたしかねますので、あらかじめ
ご了承ください。
事前質問受付期限 2026年６月18日（木曜日）午後５時まで
（受付は６月５日（金曜日）から開始）

以 上



詳細は次頁をご参照ください。

議決権行使についてのご案内
当日株主総会に
ご出席の場合

当日株主総会に
ご欠席の場合

2026年

６月29日(月曜日)
午前10時（受付開始：９時）

2026年

６月26日(金曜日)
午後５時到着分まで

2026年

６月26日(金曜日)
午後５時入力分まで

書面（議決権行使書）による
議決権行使

インターネットによる
議決権行使

開催日時 行使期限 行使期限

議決権行使のお取扱いについて
■インターネット等により複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取扱いします。
■インターネット等と書面の両方で議決権行使をされた場合は、インターネット等によるものを有効な議決権行使としてお取扱いします。

パスワードのお取扱い
■パスワードは、ご投票される方が株主様ご本人であることを確認する手段です。印鑑や暗証番号と同様に大切に保管願います。
■パスワードは一定回数以上間違えるとロックされ使用できなくなります。パスワードの再発行を希望される場合は、画面の案内に従ってお手続ください。

議決権行使ウェブサイトのご利用について
■インターネットのご利用環境、ご加入のサービスやご使用の機種によっては、議決権行使ウェブサイトをご利用いただけない場合があります。
■議決権行使ウェブサイトをご利用いただく際のプロバイダ及び通信事業者の料金（接続料金等）は、株主様のご負担となります。

当社指定の議決権行使ウェブサイト
(https://www.web54.net)にて
行使期限までに議案に対する賛否
をご入力ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に
対する賛否をご表示いただき、
行使期限までに到着するようご返送
ください。

同封の議決権行使書用紙を会場
受付にご提出ください。
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インターネット等による議決権行使のご案内

❶ 議決権行使書用紙に記載のQR
コード®を読み取ります。

❷ 株主総会ポータル®トップ画面
から「議決権行使へ」ボタン
をタップします。

❸ スマート行使®トップ画面が表示
されます。以降は画面の案内に
従って賛否をご入力ください。

スマートフォン等による議決権行使方法

※QRコード®は（株）デンソーウェーブ
の登録商標です。

●一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、議決権行使書
用紙に記載の「議決権行使コード」「パスワード」をご入力いただく
必要があります。

●インターネットと書面により重複して議決権を行使された場合は、イ
ンターネットによる議決権行使を有効なものといたします。また、イ
ンターネットによって複数回議決権を行使された場合は、最後に行わ
れたものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。

■機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いた
だくことが可能です。

お問い合わせ
三井住友信託銀行
証券代行ウェブサポート
専用ダイヤル

0120-652-031
（受付時間 9時～21時）

ぜひQ&Aも
ご確認ください。

ご注意事項

以下のURLより議決権行使書用紙に記載のログインID・パスワードをご入力のうえアクセスしてください。
ログイン以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

PC等による議決権行使方法

株主総会ポータル®URL ▶https://www.soukai-portal.net
議決権行使ウェブサイトも引き続きご利用いただけます。 ▶https://www.web54.net

株主総会オンデマンド配信のご案内

■ご使用のPC等の端末及びインターネットの接続環境並びに回線の状況等により、ご視聴いただけない場合があります。
■動画配信をご視聴いただく場合の通信料等につきましては、株主様のご負担となります。
■何らかの事情によりオンデマンド配信を中止とする場合は、当社ウェブサイトにてお知らせいたします。

＜ご留意事項＞

本株主総会の模様の一部を、当社ウェブサイトにて後日オンデマンド配信する予定です。
配信開始予定日 2026年７月頃 当社ウェブサイト https://www.tachi-s.co.jp/ir/stock_information/meeting.html
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案 取締役９名選任の件
現在の取締役全員（９名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役９

名の選任をお願いいたしたいと存じます。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番号 氏 名 現在の当社における地位及び担当 取締役会

出席回数

１ 再任
やま もと ゆういちろう

山 本 雄一郎 男性
代表取締役社長兼最高経営責任者兼
最高執行責任者
Chief Strategy Officer

14/14回
（100％）

２ 再任
こ まつ あつ し

小 松 篤 司 男性
代表取締役兼執行役員兼
最高財務責任者
Chief Corporate Officer
コンプライアンス担当

14/14回
（100％）

３ 再任
い とう たか お

伊 藤 孝 男 男性 取締役兼執行役員
Chief Manufacturing Officer

14/14回
（100％）

４ 再任
ひ る ま まさ と

比留間 雅 人 男性 取締役兼執行役員
Chief Business Officer

11/11回
（100％）

５ 新任
せき た いさお

関 田 功 男性 執行役員
Chief Technology Officer

―/―回
（―％）

６ 再任
きの した とし お

木 下 俊 男
社外

独立役員
男性 社外取締役 14/14回

（100％）

７ 再任
み はら ひで たか

三 原 秀 哲
社外

独立役員
男性 社外取締役 14/14回

（100％）

８ 再任
なが お よし あき

永 尾 慶 昭
社外

独立役員
男性 社外取締役 14/14回

（100％）

９ 再任
つつ い さ ち こ

筒 井 さち子
社外

独立役員
女性 社外取締役 14/14回

（100％）
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候補者番号 １ やま もと ゆう いち ろう

山 本 雄一郎 （1968年７月30日生） 再任 男性

■所有する当社の株式数
102,600株

■取締役会出席回数
14回／14回（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1997 年 ４月 当社入社
2006 年 ８月 TACLE Seating U.S.A., LLC

（現 TACHI-S Automotive Seating U.S.A., LLC）出向 社長
2011 年 ４月 当社執行役員、海外副部門長
2012 年 ４月 当社日産ビジネス・海外事業管理担当
2014 年 ４月 当社中国事業担当、泰極愛思（広州）投資有限公司（現 泰極愛思

（中国）投資有限公司）出向 総経理
2015 年 ４月 当社常務執行役員
2017 年 ４月 当社副社長執行役員、日本事業本社社長
2017 年 ６月 当社取締役兼副社長執行役員
2019 年 ４月 当社取締役兼最高執行責任者、グローバル本社担当
2019 年 ６月 当社代表取締役社長兼最高執行責任者（現任）
2020 年 ４月 当社品質統括部門長
2022 年 ４月 当社最高経営責任者（現任）
2023 年 6 月 当社Chief Strategy Officer（現任）

取締役候補者とした理由
山本雄一郎氏は、営業・海外領域での豊富な知識と北米・中国での海外現地法人経

営者としての長年の経験と実績を有しており、最高執行責任者・最高経営責任者とし
て強力なリーダーシップを発揮しております。また、2022年４月からは最高経営責任
者として、当社のグループ経営を強力に牽引しており、今後も持続的な企業価値向上
に必要な人材と判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者番号 ２ こ まつ あつ し

小 松 篤 司 （1963年８月２日生） 再任 男性

■所有する当社の株式数
8,100株

■取締役会出席回数
14回／14回（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1986 年 ４月 日産自動車株式会社入社
2003 年 ４月 同社中国事業室主管
2003 年 ７月 東風汽車有限公司出向 財務・IT副総裁
2009 年 ４月 日産自動車株式会社 関係会社管理部長
2010 年 ４月 同社経理部担当部長
2014 年 ４月 同社国内ネットワーク戦略部長
2017 年 ４月 当社入社、顧問
2017 年 ７月 当社執行役員、経営統括部門長補佐
2019 年 ４月 当社専務役員、経営統括部門長
2019 年 ６月 当社取締役兼専務役員
2020 年 ４月 当社取締役兼執行役員、コンプライアンス担当（現任）
2022 年 6 月 当社代表取締役兼執行役員（現任）
2023 年 6 月 当社最高財務責任者（現任）、Chief Corporate Officer（現任）

取締役候補者とした理由
小松篤司氏は、財務、経営管理領域における高い専門性と海外事業を通じた広範な

見識を有しており、コーポレート領域の責任者として当社の経営を牽引しております。
また、2022年６月からは代表取締役兼執行役員として当社グループの改革を推進して
おり、持続的な企業価値向上に必要な人材と判断し、引き続き取締役候補者といたし
ました。

候補者番号 ３ い とう たか お

伊 藤 孝 男 （1965年６月４日生） 再任 男性

■所有する当社の株式数
8,600株

■取締役会出席回数
14回／14回（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1984 年 ４月 当社入社
2010 年 ４月 当社武蔵工場長
2012 年 ４月 当社生産企画部長
2014 年 ４月 広州泰李汽車座椅有限公司出向 総経理
2017 年 ４月 当社執行役員、中国事業本社 中国生産担当
2019 年 ４月 当社専務役員、日本事業本社社長
2020 年 ４月 当社執行役員、モノづくり副部門長
2022 年 ４月 当社モノづくり部門長
2022 年 ６月 当社取締役兼執行役員（現任）
2023 年 ６月 当社Chief Manufacturing Officer（現任）

取締役候補者とした理由
伊藤孝男氏は、長年のモノづくりの領域における豊富な経験と中国地域での事業運

営の実績を有しており、当社グループの持続可能なモノづくり及びデジタル化による
モノづくりプロセスの変革を推進し、グローバルでの生産体制を発展、強化していく
ために必要な人材と判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者番号 ４ ひ る ま まさ と

比留間 雅 人 （1974年１月21日生） 再任 男性

■所有する当社の株式数
7,020株

■取締役会出席回数
11回／11回（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1996 年 ４月 当社入社
2018 年 ４月 当社プログラムマネジメント部ジェネラルマネージャー
2020 年 ４月 当社経営企画室付VP（上級部長)
2021 年 ４月 当社経営企画室付SVP（統括長）
2023 年 ６月 当社執行役員、北米事業本社社長

TACHI-S Engineering U.S.A., Inc.出向 社長
TechnoTrim, Inc. 社長

2024 年 ７月 TF-METAL Americas Corporation 社長
2025年４月 当社Chief Business Officer（現任）
2025 年 6 月 当社取締役兼執行役員(現任)

取締役候補者とした理由
比留間雅人氏は、長年の開発・技術領域の専門性に加え、経営戦略を立案・推進し

た実績を持ち、更に北米現地法人の経営・トップセールスを担うなど豊富な経験を有
しており、これらの知見を活かし、当社グループの持続的な成長と技術革新を支える
人材であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

候補者番号 ５ せき た いさお

関 田 功 （1974年１月16日生） 新任 男性

■所有する当社の株式数
3,800株

■取締役会出席回数
―回／―回（―％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1996 年 ４月 当社入社
2020 年 ４月 当社製品開発部長
2023 年 6 月 当社執行役員(現任)、製品開発グループ担当
2026 年 ４月 当社Chief Technology Officer(現任)

取締役候補者とした理由
関田功氏は、長年の開発・技術領域における豊富な経験と実績を有しているだ

けではなく、当社の製品開発・設計に欠かせない卓越した知識・技術を兼ね備え
ており、今後の当社グループの技術戦略をグローバルで着実に実行していくため
に必要な人材と判断し、新たに取締役候補者といたしました。
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候補者番号 ６ きの した とし お

木 下 俊 男 （1949年４月12日生）
社外 独立役員
再任 男性

■所有する当社の株式数
0株

■取締役会出席回数
14回／14回（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1980 年 １月 クーパースアンドライブランドジャパン

（現 PwC Japan有限責任監査法人）入所
1983 年 ７月 公認会計士登録
1985 年 ２月 米国クーパースアンドライブランド（現 プライスウォーターハウ

スクーパース）ニューヨーク事務所監査マネージャー
1985 年11月 同デトロイト事務所中西部地区日系企業統括パートナー
1995 年 ６月 同ニューヨーク本部事務所全米日系企業統括パートナー
1998 年 ７月 米国プライスウォーターハウスクーパースニューヨーク事務所北米

日系企業統括パートナー
2005 年 ７月 中央青山監査法人（みすず監査法人へ改称）東京事務所国際担当理事
2015 年 ６月 当社社外取締役（現任）
（重要な兼職の状況）
グローバルプロフェッショナルパートナーズ株式会社 取締役会長
株式会社ADKホールディングス 社外取締役 監査等委員会委員長
デンカ株式会社 社外取締役 監査等委員

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
木下俊男氏は、公認会計士として高い見識と長年にわたる海外での監査業務におけ

る豊富な経験や、同氏が取締役会長を務める企業で携わっている、他企業への経営支
援など企業経営に関する高い見識も有していることから、引き続き社外取締役候補者
といたしました。また、同氏には、客観的かつグローバルな視点で取締役会における
適正な意思決定に貢献していただくことを期待しております。なお、当社社外取締役
就任期間は、本総会終結の時をもって11年であります。
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候補者番号 ７ み はら ひで たか

三 原 秀 哲 （1958年７月８日生）
社外 独立役員
再任 男性

■所有する当社の株式数
0株

■取締役会出席回数
14回／14回（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1986 年 ４月 第一東京弁護士会登録、外立法律事務所勤務
1987 年10月 ブレークモア法律事務所勤務

（常松・簗瀬・関根法律事務所へ改称）
1990 年 ７月 Nomura International plc（英国）出向
1991 年 ４月 スローター・アンド・メイ法律事務所（英国）出向
1993 年 １月 常松・簗瀬・関根法律事務所パートナー
2000 年 １月 長島・大野・常松法律事務所パートナー
2010 年 4 月 法務省法制審議会（会社法制部会）幹事
2017 年 ９月 国土交通省・国土審議会土地政策分科会特別部会

（所有者不明土地問題検討）専門委員
2018 年 ６月 当社社外取締役（現任）
2020 年 ９月 東京大学博士（法学）
2021 年 ４月 第一東京弁護士会 会長

日本弁護士連合会 副会長
2024 年 1 月 長島・大野・常松法律事務所シニア・カウンセル
2024 年 ７月 東京国際法律事務所シニアカウンセル（現任）
2025年２月 株式会社良知経営社外取締役（現任）
2025 年 9 月 財務省・関東財務局国有財産地方審議会委員（現任）
（重要な兼職の状況）
東京国際法律事務所 シニアカウンセル
株式会社良知経営 社外取締役
関東財務局国有財産地方審議会委員

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
三原秀哲氏は、社外取締役となること以外の方法で直接企業経営に関与された経験

はありませんが、弁護士として企業法務等の専門的な知識・経験等を有していること
に加え、企業再生やM&Aなど各種企業案件を通じ企業経営や経営戦略の策定に関する
高い見識も有していることから、引き続き社外取締役候補者といたしました。また、
同氏には、当社グループのコーポレートガバナンスの機能強化等に貢献していただく
ことを期待しております。なお、当社社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもっ
て８年であります。
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候補者番号 ８ なが お よし あき

永 尾 慶 昭 （1953年２月１日生）
社外 独立役員
再任 男性

■所有する当社の株式数
3,000株

■取締役会出席回数
14回／14回（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1978 年 ４月 株式会社共立（現 株式会社やまびこ）入社
2006 年 ２月 同社執行役員兼エコー・インコーポレイテッド代表取締役社長
2008 年 ２月 同社取締役、執行役員兼エコー・インコーポレイテッド代表取締役

社長
2008 年12月 同社代表取締役社長、執行役員

株式会社やまびこ執行役員
2009 年10月 株式会社やまびこ取締役兼執行役員産業機械本部長
2011 年 ６月 同社代表取締役社長兼執行役員
2012 年 ６月 同社代表取締役社長執行役員
2020 年 ６月 当社社外取締役（現任)
2021 年 １月 株式会社やまびこ代表取締役会長執行役員
2021 年 ３月 同社代表取締役会長
2022 年 ３月 同社相談役
（重要な兼職の状況）

ー

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
永尾慶昭氏は、長年、国内外における企業の経営に携わり、経営者として豊富な経

験と幅広い知識を有していることから引き続き社外取締役候補者といたしました。ま
た、同氏には、幅広い経営的視点から取締役会における適正な意思決定に貢献してい
ただくことを期待しております。なお、当社社外取締役就任期間は、本総会終結の時
をもって６年であります。
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候補者番号 ９ つつ い さ ち こ

筒 井 さち子 （1962年５月１日生）
社外 独立役員
再任 女性

■所有する当社の株式数
0株

■取締役会出席回数
14回／14回（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1996 年 ８月 株式会社ガートナーグループ（現 ガートナージャパン株式会社）

入社
2001 年12月 UFJキャピタルマーケッツ証券株式会社（現 三菱UFJモルガン・ス

タンレー証券株式会社）入社
2008 年 ８月 株式会社日立製作所入社、経営戦略統括本部担当本部長
2012 年 ４月 Hitachi Consulting Corporation（米国）出向

Executive Vice President and Board Director
2017 年10月 Hitachi Vantara Corporation（米国）出向
2022 年 ３月 株式会社足利銀行 企業支援コーディネータ
2023年 6 月 当社社外取締役（現任）

アクセリード株式会社 DXアドバイザー
2025 年 6 月 株式会社アイネス 社外取締役（現任）
（重要な兼職の状況）
株式会社アイネス 社外取締役

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
筒井さち子氏は、長年、グローバル企業において、海外の事業開発やITサービス関連

会社への経営支援、グループ子会社の経営などに携わり企業経営に関する豊富な経験
や幅広い知識に加え、金融機関でのM&AやIPOのアドバイザリーやSDGsコンサルテ
ィングの業務で培った豊富な専門知識を有していることから引き続き社外取締役候補
者といたしました。また、同氏には、グローバルかつダイバーシティの視点で取締役
会における適正な意思決定に貢献していただくことを期待しております。なお、当社
社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもって３年であります。

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．木下俊男氏、三原秀哲氏、永尾慶昭氏及び筒井さち子氏は、社外取締役候補者であります。
３．当社は木下俊男氏、三原秀哲氏、永尾慶昭氏及び筒井さち子氏を東京証券取引所の定めに基づく独

立役員として届け出ており、再任が承認された場合は引き続き独立役員となる予定であります。
４．当社は、木下俊男氏、三原秀哲氏、永尾慶昭氏及び筒井さち子氏との間で、会社法第427条第１項

の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、各氏の再任
が承認された場合、同責任限定契約を継続する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の
限度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額であります。

５．現在、当社は「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づき、女性が活躍できる職
場環境の整備を行っており、将来、女性の社内取締役を選任できるよう活動しております。詳細
は、事業報告「４．当社の役員に関する事項」をご覧ください。

６．当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社と締結しており、被保険者がその職務の執行に関し責
任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を、当該
保険契約により填補することとしております。各候補者が取締役に就任した場合は、当該保険契約
の被保険者となります。また、被保険者の保険料負担はありません。なお、2026年７月に同内容
での更新を予定しております。
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第２号議案 取締役賞与支給の件
当期末時点の取締役９名のうち、社外取締役を除く５名に対し、当期の業績等を勘案し、総

額7,300万円の取締役賞与を支給いたしたいと存じます。なお、当社は、取締役会において
32頁から33頁記載のとおり取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針を定めており、本
議案は当該方針に沿うものであり、本議案の内容は相当であると考えております。また、各取
締役に対する金額の決定については、取締役会にご一任いただきたいと存じます。

以 上
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【ご参考】第１号議案が承認されたのちの経営体制（予定）
当社取締役会は、経営の意思決定・監督の役割を果たすため、取締役会全体として、会社の各機能のカバーも

含めて、必要となる基本的なスキルについては各役員が保有していると判断しております。そのうえで、2021
年度に策定し、2025年度からWave２へ移行した中期経営計画「Transformative Value Evolution(TVE)」を
実現し、企業価値を持続的に高めていくために当社取締役会が必要と考える各役員の特に知見・専門性の高いス
キルの保有状況は以下のとおりであり、当社取締役会メンバーは上記目的を実現していくうえで必要な資質を有
した布陣であると考えております。なお、各スキルと保有状況については、人事報酬委員会での審議、取締役会
での決議を経たものとなっております。

氏名

経営全般・マネジメント 中長期戦略

企業経営
経営戦略 グローバル

ガバナンス
リスク管理
コンプラ
イアンス

事業戦略 財務
資本戦略 経営基盤

営業 技術開発
モノづくり

財務
会計

人財戦略
人財マネ
ジメント

地球環境 IT
DX

取
締
役

山本 雄一郎 男性 ● ● ●

小松 篤司 男性 ● ● ● ●

伊藤 孝男 男性 ● ● ● ●

比留間 雅人 男性 ● ● ●

関 田 功 男性 ● ● ●

社
外
取
締
役

木下 俊男 男性 ● ● ●

三原 秀哲 男性 ●

永尾 慶昭 男性 ● ● ●

筒井 さち子 女性 ● ● ●
監
査
役

木ノ瀨 哲也 男性 ●

社
外
監
査
役

小澤 伸光 男性 ●

大岩 直子 女性 ● ●

（ご参考）各氏が保有するスキルのうち、主なもの最大４つに●印をつけております。
上記スキルマトリックスは、各氏に特に期待する項目を表しており、各氏の有する全ての知見・経
験を表すものではありません。
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以下のスキル項目に該当する役員については、中期経営計画を実現し、企業価値を持続的に高めていくため
に特に知見・専門性の高いスキルを保有しているものと考えております。

スキル項目 定義 選定理由

企業経営・経営戦略
中長期視点に立った経営戦略の策定や事業環境
変化に対応しつつ、企業価値向上に向けた企業
経営の経験

当社の持続的な成長、事業拡大戦略を構築及び監督す
るため

グローバル
海外での事業のマネジメントの経験又は海外と
のやりとりに必要な多様性や文化に対する理解
と適応力を有していること

海外での成長戦略を構築及び監督するため

ガバナンス・リスク管理・
コンプライアンス

コーポレートガバナンス、リスク管理、コンプ
ライアンス分野に関する知見と責任者として構
築・強化を主導した経験

持続的成長と中長期的な企業価値の向上を実現するう
えで基盤となるガバナンス・リスク管理・コンプライ
アンスの戦略を構築及び監督するため

営業 事業環境やお客様ニーズをおさえた営業戦略の
策定と活動を主導した経験

事業環境やお客様のニーズを的確に捉え、グローバル
に拡販するための営業戦略を構築及び監督するため

技術開発・モノづくり
先進技術の研究開発に関する知見と技術・研究
開発戦略の策定と実行を主導した経験
革新的な生産技術の導入や生産性の著しい改
善、製品品質の維持・向上を主導した経験

品質・機能・コストにおいて競争力のある製品を供給
し続けるため
有形、無形の技術資産を充実させ活用する戦略を構築
及び監督するため

財務・会計
会計・税務・財務に関する知見と上場企業にお
ける財務戦略・資本政策の策定と実務を主導し
た経験

正確な財務報告体制及び強固な財務基盤を構築し、持
続的な成長及び企業価値向上に向けた財務戦略や資本
政策を立案・監督するため

人財戦略・
人財マネジメント

人財開発分野に関する知見と人的資本経営に関
する戦略の策定及び実行を主導した経験

当社の成長を持続させるため、人財を確保、育成し、
従業員一人ひとりがその能力を最大限に発揮できる人
財戦略を策定及び監督するため

地球環境 環境保全分野に関する知見と同領域での戦略の
策定と実務を主導した経験

製品及び事業活動の環境負荷の削減に継続的に取組み、
企業価値向上に繋げる戦略を策定及び監督するため

IT・DX IT技術・環境に関する知見とDX活動戦略を策定
及び主導した経験

経営基盤強化のためにデジタル技術を活用した生産性
向上戦略を策定及び監督するため
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＜ご参考＞ 社外役員の独立性判断基準
当社は、社外役員の独立性を確保するため、以下の基準を定めています。

１．本人が、当社及び当社の関係会社（以下、「当社グループ」といいます。）の業務執行者※１

又はその出身者でないこと。
２．過去５年間において、本人の近親者等※２が当社グループの業務執行者※１でないこと。
３．本人が、現在又は過去５年間において、次に掲げる者に該当しないこと。

① 当社の大株主（総議決権の10％以上の議決権を直接又は間接的に保有している者）又
はその業務執行者※１

② 当社グループが総議決権の10％以上の議決権を直接又は間接的に保有している者又は
その業務執行者※１

③ 当社グループを主要な取引先とする者※３又はその業務執行者※１

④ 当社グループの主要な取引先※４の業務執行者※１

⑤ 当社グループの主要な借入先※５の業務執行者※１

⑥ 当社の法定監査を行う監査法人に所属する者
⑦ 当社グループから役員報酬以外に多額※６の金銭その他の財産を得ているコンサルタン

ト、会計専門家、法律専門家（法人、組合等の団体である場合は、当該団体に所属する
者）

⑧ 当社グループから多額※６の寄付又は助成を受けている者（法人、組合等の団体である場
合は、当該団体に所属する者）

⑨ 当社グループから取締役（常勤・非常勤を問わない）を受け入れている会社の業務執行
者※１

４．本人の近親者等が、現在、上記３の①から⑨のいずれかに該当（ただし、重要な者※７に限
る）しないこと。

（注）※１ 業務執行者とは、法人その他の団体の取締役（社外取締役を除く）、執行役、執行役員、業務
を執行する社員、理事、その他これらに準ずる者及び使用人等の業務を執行する者をいう。

※２ 近親者等とは、配偶者又は二親等内の親族もしくは同居の親族をいう。
※３ 当社グループを主要な取引先とする者とは、その者の直近事業年度における年間連結総売上高

の２％以上の額の支払いを、当社グループから受けた者をいう。
※４ 当社グループの主要な取引先とは、当社の直近事業年度における年間連結総売上高の２％以上

の額の支払いを行っている者をいう。
※５ 当社グループの主要な借入先とは、当社の直近事業年度末における連結総資産の２％以上の額

を当社グループに融資している者をいう。
※６ 多額とは、過去５事業年度の平均で、個人の場合は年間1,000万円以上、法人、組合等の団体

である場合は、当該団体の連結売上高もしくは総収入の２％以上をいう。
※７ 重要な者とは、取締役、監査役、執行役員及び部長格以上の上級管理職にある使用人をいう。

以上
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事 業 報 告（2025
2026

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日
から
まで）

１．企業集団の現況に関する事項
（１）事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、円安の進展、原材料価格やエネルギー価格の高騰
他による物価上昇が継続するものの、賃上げや人手不足への対応を通じ所得・雇用環境は改
善してきており、好調な企業収益も支えとなり、緩やかな回復基調にあります。海外に目を
向けますと、米国トランプ政権の流動的な経済・通商政策、中国経済の減速、ウクライナ他
多地域に広がる紛争による国際情勢の緊迫化、足元ではイラン軍事衝突による原油価格の高
騰や石油製品に関連したサプライチェーンへの影響など、事業環境は先行きの不透明さを増
しております。
当社グループが関連する自動車業界におきましては、電動化・知能化に向けた構造転換が

中長期的な方向性として維持される一方で、各国市場の需要動向や政策の変更により、新エ
ネルギー車への移行ペースには地域差がみられます。その結果、自動車メーカー各社は投資
の選択と集中を進め、車種戦略・生産体制の見直しを行っております。また、中国自動車メ
ーカーがグローバルでプレゼンスを高める中、わが国の自動車メーカー・部品サプライヤー
は、グローバルでの競争力の維持・向上のため、中国自動車メーカーに伍せるスピーディー
な事業遂行力、高いコスト競争力が求められております。
当連結会計年度は、中期経営計画「Transformative Value Evolution（TVE）」の第２

フェーズであるWave2 2027 の初年度にあたり、第１フェーズTVE Wave 0/1で取り組
んできた収益改善の維持・向上を図りつつ、2030年度売上高4,000億円規模への引き上げ
に向け3つの「シンカ」において成長戦略を推進してまいりました。中核となる自動車シー
ト事業での深い「深化」では、事業領域の拡大を狙いとして2026年４月10日に株式会社
TOYO H&Iとの間で同社が営む自動車シート及び内装事業に関連する株式を取得すること
に合意いたしました。また、新規ビジネスの獲得においては、インドにおける新たな顧客の
獲得など成果が挙がってきております。自動車シートで新たな価値提供を提案する進む「進
化」においては、プライベート空間と没入感による新たな体験価値を提供するコンセプトモ
デル「スマートシェル」を「人とくるまのテクノロジー展 2025」に出展し、大変好評をい
ただきました。自動車シート事業に次ぐ新しい事業の創出に取り組む新しい「新化」では、
候補事業領域を絞り、事業参入検討を進めております。その他の主な事業活動成果として
は、日本国内では本田技研工業株式会社向けN-ONE eのシート生産を立ち上げ、中国では
上海汽車向けの智己LS９のシート生産などを立ち上げました。また、シート表皮や骨格部品
の各地域での生産も順調に立ち上がっております。



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

― 18 ―

このような経営環境のもと、当期における業績は、売上高は2,690億9百万円と前年同期
比5.7%減となり、営業利益は116億4百万円（前年同期比20.6%増）、経常利益は138億1
千万円（前年同期比28.2%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は92億9千7百万円（前
年同期比17.8%減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。
①日本

売上高は1,085億5千9百万円（前年同期比6.0%減）、営業利益は61億5千3百万円（前
年同期比9.5%減）となりました。

②北米
売上高は414億4千9百万円（前年同期比5.5%減）、営業利益は5億1千万円（前年同期

は営業損失6千5百万円）となりました。

③中南米
売上高は1,037億4千4百万円（前年同期比0.0%増）、営業利益は23億4千2百万円（前

年同期比22.4%減）となりました。

④中国
売上高は89億9千9百万円（前年同期比50.6%減）、営業利益は16億1千8百万円（前年

同期は営業損失6億2百万円）となりました。

⑤東南アジア
売上高は62億5千6百万円（前年同期比52.5%増）、営業利益は10億3千1百万円（前年

同期比78.7%増）となりました。

（２）設備投資の状況
新規受注及びモデルチェンジ等に伴う生産設備を中心に、総額46億５千７百万円を実施

いたしました。

（３）資金調達の状況
該当事項はありません。

（４）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はありません。

（５）他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。
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（６）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

（７）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得及び処分の状況
該当事項はありません。

（８）対処すべき課題
当社グループが関連する自動車業界におきましては、米国トランプ政権の流動的な経済・

通商政策、中国経済の減速、ウクライナ他多地域に広がる紛争による国際情勢の緊迫化、足
元ではイラン軍事衝突による原油価格の高騰や石油製品に関連したサプライチェーンへの影
響など事業環境は先行きの不透明が増しております。
当社グループが関連する自動車業界におきましては、電動化・知能化に向けた構造転換が

中長期的な方向性として維持される一方で、各国市場の需要動向や政策の変更により、自動
車メーカー各社は投資の選択と集中を進め、車種戦略・生産体制の見直しを行っておりま
す。また、中国自動車メーカーがグローバルでプレゼンスを高める中、わが国の自動車メー
カー・部品サプライヤーは、中国自動車メーカーに伍せる競争力の向上と共にスピーディー
な事業遂行力が求められております。
2021年度に発表した中期経営計画TVE（Transformative Value Evolution）は2つのフ

ェーズから構成されております。2021年度〜2024年度は収益構造と資本効率の改善を行
い、基盤再構築による再生・強化を行うWave 0/1フェーズとしておりました。
2025年度から2030年度までは、ビジネス成長を伴う飛躍を期するWave2フェーズとし

ております。本中計TVEでは3つの「シンカ」、すなわち、現自動車シート事業である深い
「深化」で収益力を上げ、そこで得た収益を進む「進化」、新しい「新化」に投資し、事業ポ
ートフォリオを拡げ、成長させることを狙いとしています。
TVE Wave２開始にあたっては事業環境、リスク・機会の分析を行い、ステークホルダ

ーの視点から改めて重要課題を抽出し、当社事業活動と重要課題の繋がりを捉え直し、３つ
のマテリアリティを特定し2030年ビジョンを策定いたしました。
＜2030年ビジョン＞
社是 “互譲協調” に沿い、イノベーションにより提供価値を変革し競争力・収益力を高
めると同時に社会課題への対応を通じサステイナブル社会の実現に貢献する
＜マテリアリティ＞
①イノベーションと事業を通じた社会課題への対応（価値の提供）
②サステイナブル社会の実現への貢献と信頼に基づき選ばれ続ける企業になるための真摯
な事業運営
③価値創造に向け自律的に行動できる人財と風土の醸成
2030ビジョンと３つのマテリアリティを活動の基盤に置きTVE Wave２の目標達成に向

け活動を推進していく所存です。
株主の皆様には今後とも、一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。
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（９）財産及び損益の状況の推移
期 別

項 目
第71期

（2023年３月期）
第72期

（2024年３月期）
第73期

（2025年３月期）
第74期 (当期)
（2026年３月期）

売 上 高（百万円） 243,436 292,947 285,394 269,009

経 常 利 益（百万円） 1,973 8,755 10,768 13,810

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益（百万円） 5,823 5,422 11,310 9,297

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益（円） 170.09 158.25 329.93 271.03

総 資 産（百万円） 170,004 180,806 171,957 170,372

純 資 産（百万円） 86,481 96,298 98,185 105,904

１ 株 当 た り 純 資 産（円） 2,346.90 2,618.84 2,808.25 3,055.91

（注）１．１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式総数により、また１株当たり純資産は期末発行済株式
総数により算出しております。なお、それぞれ自己株式数を控除した株式数によって算出しており
ます。

２．第71期は、半導体不足やその他の供給網の問題等により、生産台数の急激な変動はあったものの、
徐々に解消に向かい始めたことや為替影響もあり、売上高は増加しました。また、主に日本及び中
南米での合理化の効果により、経常利益は増加、加えて固定資産の譲渡による特別利益を計上した
ことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は増加しました。

３．第72期は、日本、北米、中南米での販売回復と為替換算の影響により、売上高は増加しました。ま
た、不採算事業の収益改善や限界利益の向上、固定資産の最適化により、経常利益は増加、事業構
造改革に伴う減損損失を計上したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は減少しました。

４．第73期は、主に日本、北米の販売台数減少により売上高は減少しました。またメキシコにおける為
替差損や持分法投資損失の計上があったものの、継続して取り組んできた収益改善及び構造改革の
効果や、不動産売却による特別利益等により、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は増
加しました。

５．第74期の状況は、「（１）事業の経過及びその成果」に記載のとおりであります。

（10）重要な親会社及び子会社の状況
①親会社との関係
該当事項はありません。
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②重要な子会社の状況

名 称 資本金 当社の
出資比率 主要な事業内容

株式会社TF−METAL 50
百万円 100.0％ 自動車座席部品の開発、製造、販売

株式会社Nui Tec Corporation 325
百万円 100.0 自動車座席用縫製部品の製造、販売

株式会社タチエスH&P 40
百万円 100.0 各種バネ・自動車等座席部品・医療

用ベッドの製造、販売

株式会社TF−METAL磐田 15
百万円

100.0
（100.0） 自動車座席部品の製造、販売

株式会社TF−METAL九州 10
百万円

100.0
（100.0） 自動車座席部品の製造、販売

株式会社TF−METAL東三河 10
百万円

100.0
（100.0） 自動車座席部品の製造

TACHI-S Engineering U.S.A., Inc. 43
百万USD 100.0 北米における営業、開発業務及び統

括管理

TF-METAL Americas Corporation 0
百万USD

100.0
（100.0） 米州における開発業務及び統括管理

SETEX, Inc. 5
百万USD

100.0
（100.0） 自動車座席の製造、販売

TACHI-S Automotive Seating U.S.A.,
LLC

22
百万USD

100.0
（100.0） 自動車座席の製造、販売

TACHI-S Engineering Latin America,
S.A. de C.V.

2,184
百万MXN

100.0
（100.0）

中南米における開発業務及び統括管
理

Industria de Asiento Superior, S.A.
de C.V.

26
百万USD

100.0
（19.2） 自動車座席・座席部品の製造、販売

SETEX Automotive Mexico, S.A. de
C.V.

24
百万USD

100.0
（100.0） 自動車座席の製造、販売

TF-METAL Mexico, S.A. de C.V. 27
百万USD

100.0
（100.0） 自動車座席部品の製造、販売

TACHI-S Brasil Industria de
Assentos Automotivos Ltda.

525
百万BRL

100.0
（52.4） 自動車座席の製造、販売

泰極愛思（中国）投資有限公司 259
百万RMB 100.0 中国における営業、開発業務及び統

括管理
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名 称 資本金 当社の
出資比率 主要な事業内容

湖南泰極愛思汽車座椅有限公司 40
百万RMB

51.0
（51.0） 自動車座席の製造、販売

武漢東風泰極愛思延鋒汽車座椅有限公司 43
百万RMB 50.0 自動車座席の製造、販売

泰極（広州）汽車内飾有限公司 38
百万RMB 100.0 自動車座席用縫製部品の製造、販売

泰極愛思（武漢）汽車内飾有限公司 35
百万RMB

100.0
（100.0） 自動車座席用縫製部品の製造、販売

浙江泰極信汽車部件有限公司 251
百万RMB

82.8
（45.5） 自動車座席部品の製造、販売

TACHI-S Automotive Seating
(Thailand) Co., Ltd.

924
百万THB 100.0 自動車座席・座席部品の製造、販売

（注）１．当社の出資比率欄の（ ）内数字は、当社の子会社の出資比率を内数で示しております。
２．202５年４月に出資持分の一部を譲渡したことにより、広州泰李汽車座椅有限公司及び襄陽東実李

爾泰極愛思汽車座椅有限公司を連結子会社から持分法適用会社に変更しております。
３．連結子会社であったTACHI-S (Thailand) Co., Ltd.は、2025年４月にTACHI-S Automotive

Seating (Thailand) Co., Ltd.に吸収合併されました。

③特定完全子会社に関する事項
該当事項はありません。
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（11）主要な事業内容（2026年３月31日現在）
自動車座席・座席部品の製造及び販売

（12）主要な営業所及び工場（2026年３月31日現在）
①当社
本 社 東京都青梅市末広町一丁目３番１号

技術センター
技術・モノづくりセンター（東京都青梅市）
技術センター愛知（愛知県安城市）
アドバンスト・テクノロジー・センター（東京都青梅市）

工 場
愛知工場（愛知県安城市） 武蔵工場（埼玉県入間市）
栃木工場（栃木県下野市） 鈴鹿工場（三重県鈴鹿市）

②子会社
名 称 所 在 地

株式会社TF−METAL 静岡県湖西市

株式会社Nui Tec Corporation 秋田県横手市

株式会社タチエスH&P 東京都青梅市

株式会社TF−METAL磐田 静岡県磐田市

株式会社TF−METAL九州 大分県中津市

株式会社TF−METAL東三河 愛知県新城市

TACHI-S Engineering U.S.A., Inc. 米国 ミシガン州

TF-METAL Americas Corporation 米国 ミシガン州

SETEX, Inc. 米国 オハイオ州

TACHI-S Automotive Seating U.S.A., LLC 米国 テネシー州

TACHI-S Engineering Latin America, S.A. de C.V. メキシコ アグアスカリエンテス州

Industria de Asiento Superior, S.A. de C.V. メキシコ アグアスカリエンテス州

SETEX Automotive Mexico, S.A. de C.V. メキシコ グアナファト州

TF-METAL Mexico, S.A. de C.V. メキシコ アグアスカリエンテス州
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名 称 所 在 地

TACHI-S Brasil Industria de Assentos Automotivos Ltda. ブラジル リオデジャネイロ州

泰極愛思（中国）投資有限公司 中国 広東省

湖南泰極愛思汽車座椅有限公司 中国 湖南省

武漢東風泰極愛思延鋒汽車座椅有限公司 中国 湖北省

泰極（広州）汽車内飾有限公司 中国 広東省

泰極愛思（武漢）汽車内飾有限公司 中国 湖北省

浙江泰極信汽車部件有限公司 中国 浙江省

TACHI-S Automotive Seating (Thailand) Co., Ltd. タイ バンコク都

（注）所在地欄には本社所在地を記載しております。

（13）従業員の状況（2026年３月31日現在）
①企業集団の従業員の状況

従業員数 前期末比増減

8,791名 1,769名減

（注）従業員数は就業人員であります。上記には臨時雇用者等959名は含んでおりません。

②当社の従業員の状況
従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

1,264名 38名増 38.9歳 14.6年

（注）従業員数は就業人員であります。上記には臨時雇用者等27名は含んでおりません。

（14）主要な借入先（2026年３月31日現在）
該当事項はありません。

（15）その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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２．当社の株式に関する事項（2026年３月31日現在）
（１）発行可能株式総数 140,000,000株
（２）発行済株式の総数 35,242,846株 （自己株式 629,719株を含む）
（３）株主数 33,295名 （前期末比 1,606名増）
（４）大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
千株

5,016
％

14.49

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,460 4.22
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
505001 1,085 3.14

齊藤 潔 801 2.32

株式会社三井住友銀行 750 2.17

タチエス取引先持株会 747 2.16
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
505103 701 2.03
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
505223 651 1.88

山本 紀子 511 1.48

齋藤 均 498 1.44

（注）持株比率は自己株式（629,719株）を控除して計算しております。なお、当社は業績連動型株式報酬制
度を導入しており、本制度に係る信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有する
当社株式292,598株は自己株式に含めておりません。

（５）当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
当社は、非金銭報酬として取締役（社外取締役及び非業務執行取締役を除く）に対し、

業績連動型株式報酬制度を導入しております。
当期においては、当期中に退任した取締役１名に対し、職務執行の対価として、4,503株

交付しております。

（６）その他株式に関する重要な事項
該当事項はありません。
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（７）その他当社が保有する株式に関する事項
①政策保有株式に関する方針

当社は、当社グループが自動車部品メーカーとしてグローバル競争を勝ち抜き、今後も
持続的に成長していくためには、様々なステークホルダーとの協力関係が不可欠であり、
事業環境や事業戦略上の要請から保有している政策保有株式については、今後、事業の
「深化」のために必要と考えるものは合理的な範囲で保有を継続する一方で、事業の「新
化」や「進化」に合わせ縮減を含めて保有内容を変更することを、政策保有株式に関する
基本的な方針としております。具体的には、上場株式につきましては、「政策保有株式の
残高を連結純資産の10%未満にする」ことを基本的な方針とし、取締役会において、保有
目的や経済合理性等を具体的に精査･勘案し、個別銘柄毎の保有の適否を検証しておりま
す。

②縮減状況
2025年度は保有する上場株式のうち2銘柄の一部株式を売却し、売却額は3,209百万円
となりました。その結果、保有する株式の銘柄数は2026年３月末時点では19銘柄となっ
ております。

③政策保有株式の貸借対照表上の合計（2026年３月31日現在）
期 別

項 目
第72期

（2024年３月期）
第73期

（2025年３月期）
第74期

（2026年３月期）

銘 柄 数 19 19 19

貸 借 対 照 表 上 の 合 計 額（百万円） 7,650 5,764 3,505

連 結 貸 借 対 照 表 の
純 資 産 に 占 め る 割 合（%） 8.8 6.0 3.3

④政策保有株式に係る議決権行使の基準
政策保有株式の議決権行使にあたっては、投資先企業の中長期的な企業価値向上が株主

利益への向上にも繋がるものであることを前提とし、株主への還元方針、コーポレートガ
バナンスや企業の社会的責任への取組み等総合的観点から議決権を行使します。

（注）みなし保有株式はありません。
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３．当社の新株予約権等に関する事項
（１）当社役員が保有している新株予約権の内容の概要（2026年３月31日現在）

該当事項はありません。

（２）当事業年度中に当社従業員、子会社役員及び従業員に対して職務執行の対価として交付し
た新株予約権の内容の概要
該当事項はありません。

（３）その他の新株予約権等の状況
①2025年２月27日開催の取締役会決議に基づき発行した第１回新株予約権

新株予約権の総数 33,112個

新株予約権の目的である株式の種類 普通株式

新株予約権の目的である株式の数
本新株予約権１個の行使請求により交付する普通株式の数
は、181,200円（払込価額）を行使時において有効な行使
価額で除した最大整数とし、行使により生じる１株未満の端
数は切り捨て、現金による調整は行わない。（注）

新株予約権の発行価額 本新株予約権１個当たり 185円

新株予約権の払込価額 本新株予約権１個当たり 181,200円

当初行使価額 １株当たり 1,812円

新株予約権の行使期間 2025年３月21日から2030年３月18日まで

新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできないものとする。

新株予約権の割当先 AAGS S12, L.P.
（注）本新株予約権の目的である株式の総数の上限は、本新株予約権の総数に払込価額を乗じた金額を行使価

額で除して得られる最大整数とし、行使価額が調整された場合は、本新株予約権の目的である株式の総
数は変更されます。
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②2025年２月27日開催の取締役会決議に基づき発行した第２回無担保転換社債型新株予約
権付社債に付された新株予約権

新株予約権の総数 40個

新株予約権の目的である株式の種類と数 普通株式

新株予約権の目的である株式の数
本社債の金額の総額を行使時において有効な転換価額で除し
て得られる数とし、行使により生ずる単元未満株式は現金に
より精算し、１単元未満の株式は切り捨てる。

新株予約権の払込金額 本新株予約権と引換えに払込みは要しない。

当初転換価額 １株当たり 1,812円

新株予約権の行使期間 2025年３月21日から2030年３月18日まで

新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできないものとする。

新株予約権付社債の残高 4,009百万円

新株予約権の割当先 AAGS S12, L.P.
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４．当社の役員に関する事項
（１）取締役及び監査役の氏名等（2026年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長
最高経営責任者
（最高執行責任者）

○ 山
やま

本
もと

雄 一 郎
ゆう いち ろう

Chief Strategy Officer

代 表 取 締 役
最高財務責任者
（執 行 役 員）

○ 小
こ

松
まつ

篤
あつ

司
し Chief Corporate Officer

コンプライアンス担当

取 締 役
（執 行 役 員） ○ 伊

い
藤
とう

孝
たか

男
お

Chief Manufacturing Officer

取 締 役
（執 行 役 員） ○ 村

むら
上
かみ

聡
あき

謙
よし

Chief Technology Officer

取 締 役
（執 行 役 員） ○ 比 留

ひ る
間
ま

雅
まさ

人
と

Chief Business Officer

社 外 取 締 役 木
きの

下
した

俊
とし

男
お グローバルプロフェッショナルパートナーズ株式会社 取締役会長

株式会社ADKホールディングス 社外取締役 監査等委員会委員長
デンカ株式会社 社外取締役 監査等委員

社 外 取 締 役 三
み

原
はら

秀
ひで

哲
たか 東京国際法律事務所 シニアカウンセル

株式会社良知経営 社外取締役
財務省 関東財務局国有財産地方審議会委員

社 外 取 締 役 永
なが

尾
お

慶
よし

昭
あき

社 外 取 締 役 筒
つつ

井
い

さ ち 子
さ ち こ

株式会社アイネス 社外取締役

常 勤 監 査 役 松
まつ

井
い

尚
なお

純
ずみ

常 勤 監 査 役 木 ノ
き の

瀨
せ

哲
てつ

也
や

社 外 監 査 役 小
お

澤
ざわ

伸
のぶ

光
あき

小沢公認会計士事務所 代表
税理士法人小沢会計事務所 代表社員
学校法人明星学苑 理事
公益財団法人たましん地域文化財団 監事
多摩信用金庫 監事

社 外 監 査 役 大
おお

岩
いわ

直
なお

子
こ

さくら共同法律事務所 パートナー
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（注）１．監査役松井尚純氏及び社外監査役小澤伸光氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に
関する相当程度の知見を有しております。

２．2025年６月26日開催の第73回定時株主総会において、新たに比留間雅人氏が取締役に選任され、
就任いたしました。

３．2025年６月26日開催の第73回定時株主総会終結の時をもって、大河内勉氏が任期満了により取締
役を退任いたしました。

4．当社は、社外取締役木下俊男氏、社外取締役三原秀哲氏、社外取締役永尾慶昭氏、社外取締役筒井
さち子氏、社外監査役小澤伸光氏及び社外監査役大岩直子氏を、東京証券取引所の定めに基づく独
立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

５．○印は執行役員兼務者であり、（ ）内は執行役員の地位であります。
６．2025年６月26日開催の第73回定時株主総会において、新たに大岩直子氏が監査役に選任され、就

任いたしました。
７．2025年６月26日開催の第73回定時株主総会終結の時をもって、松尾慎祐氏が任期満了により監査

役を退任いたしました。
８．社外監査役大岩直子氏は、当社が法律顧問契約を締結しているさくら共同法律事務所に所属されて

いますが、当社が直近事業年度において同事務所へ支払った弁護士報酬は、当社の連結売上高の
0.001％未満、同事務所が受領した売上高の0.15％未満と僅少であるため、一般株主と利益相反が
生じるおそれがなく、独立性に影響を及ぼすものではありません。その他の役員の重要な兼職先と
当社との間には特別の関係はありません。

９．女性の活躍推進に向けた取組
「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づき、女性が活躍できる職場、女性の
能力がいかんなく発揮できる環境の整備を行うため、2030年度末までの目標として以下のとおり
行動計画を策定しております。
グローバルにおいては、各国の実情に合わせた目標設定に向けて検討しています。
また、2030年までに女性の社内取締役選任という目標を設定し、活動しております。

＜単体の行動計画＞
①新卒採用の女性比率を30％以上にする
１）女子大学での学内説明会実施

②女性管理職比率を15％以上にする
１）社員の自己実現と将来のキャリア形成を支援するための各階層別にコンピテンシー教育プロ

グラムの継続実施
２）昇格時期の目標設定と、目標達成に向けた個人のスキル開発計画を策定

③グローバル人員の把握
１）社内役員候補となる各リージョンの女性社員を選出
２）リージョンごとの目標設定

④その他、柔軟な働き方の促進
１）不妊治療休暇制度（バースサポート休暇）の導入
２）産前産後・育児休業面談の実施
３）時間単位有給休暇制度の導入
４）就業時間中の中抜け制度の導入

⑤管理職に占める女性比率の実績と目標（正社員出向者除く／出向受け含む）
第72期

（2024年３月期）
第73期

（2025年３月期）
第74期

（2026年３月期）
第79期

（2031年３月期）
4.5％（８名/178名） 3.9％（７名/178名） 5.5％（10名/181名） 15％（目標）
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10．2001年６月27日より執行役員制度を導入しております。取締役兼務者以外の執行役員の状況は次
のとおりであります。

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

執 行 役 員 幸
こう

松
まつ

栄
しげ

夫
お 中南米事業本社社長

TACHI-S Engineering Latin America, S.A. de C.V.社長
Industria de Asiento Superior, S.A. de C.V. 社長

執 行 役 員 ゴンサロ・エスパルサ
北米事業本社社長
TACHI-S Engineering U.S.A., Inc.社長
TF-METAL Americas Corporation社長

執 行 役 員 井
い

川
がわ

秀
ひで

秋
あき ホンダ・トヨタ・日野ビジネス、ビジネス戦略総括部担

当

執 行 役 員 久
く

保
ぼ

芳
よし

明
あき

製品開発グループ、ＥＳＧ推進室、プログラムマネジメ
ント部、開発総括部、試作実験部、グローバル開発部、
第一製品設計部、第三製品設計部、技術センター愛知担
当

執 行 役 員 長
は

谷 川
せ がわ

直
なお

樹
き 生産技術総括管理部、組立生産技術部、軟材生産技術

部、フレーム生産技術部担当

執 行 役 員 関
せき

田
た

功
いさお 製品開発グループ

原価管理部、トリムカバー技術部、製品技術開発部、第
二製品設計部担当

執 行 役 員 秋 山
あき やま

尚 文
まさ ふみ 日本事業担当

モノづくり推進部、安全衛生推進部担当

執 行 役 員 太
おお

田
た

洋
よう

平
へい 調達グループ長

調達管理部、戦略調達部、物流部担当

執 行 役 員 山 内
やま うち

勇 人
ゆう と グローバル事業管理グループ長

経理部、財務企画部、法務部担当
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（２）責任限定契約の内容の概要
当社は社外役員全員との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１

項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限
度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額です。

（３）補償契約の内容の概要
該当事項はありません。

（４）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で

締結しており、被保険者がその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る
請求を受けることによって生ずることのある損害を、当該保険契約により塡補することとし
ております。ただし、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損
害は填補されないなど、一定の免責事由があります。
当該保険契約の被保険者は取締役、監査役及び執行役員であります。また、保険料は全額

当社が負担しており、被保険者の保険料負担はありません。

（５）当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等
①取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針（以下、「決定方針」といいま
す。）を定めており、その概要は、以下のとおりです。
当社取締役の報酬は、当社グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を図る

インセンティブとして機能させることを主眼に、当社企業価値の利益とリスクを株主と共
有することを考慮した体系としております。具体的には月額報酬（固定）、賞与及び株式報
酬（変動）で構成しております。報酬等の種類ごとの比率は、概ね「固定分」２：「変動分

（賞与・株式報酬）」１とし、役位が上位の者ほど変動分の割合を高くしております。なお、
社外取締役については、その担う役割に鑑み、賞与及び株式報酬の支給は行いません。
監査役の報酬は、監査役の独立性を担保するため、会社業績に左右される賞与の支給は

行わず、月額報酬のみとした報酬体系としております。
また、決定方針の決定方法は、外部調査機関による役員報酬調査等を踏まえ、任意の人

事報酬委員会（以下、「人事報酬委員会」といいます。）で審議し、その結果を取締役会に
提案し、決議しております。なお、人事報酬委員会は、社外取締役永尾慶昭氏を委員長と
し、代表取締役社長山本雄一郎氏、代表取締役小松篤司氏、社外取締役三原秀哲氏及び社
外取締役筒井さち子氏の５名の取締役で構成すると共に、常勤監査役松井尚純氏がオブザ
ーバーとして出席し意見を述べることができる体制としております。
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②取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の金銭報酬の額は、2023年６月20日開催の第71回定時株主総会において、年

額280百万円以内（うち、社外取締役は年額50百万円以内）と決議いただいております。
当該定時株主総会終結時点の取締役の員数は９名（うち、社外取締役は４名）です。ま
た、当該金銭報酬とは別枠で、2018年６月22日開催の第66回定時株主総会において、
業績連動型株式報酬制度を導入し、信託による当社株式の取得の原資として、信託期間
（３事業年度）ごとに200百万円を上限とした資金を拠出し、３事業年度あたりに取締役
に付与されるポイントの合計は、168,000ポイントを上限とする旨を決議いただいてお
ります（１ポイントは当社株式１株とします）。当該定時株主総会終結時点の取締役の員
数は７名（うち、社外取締役２名と非業務執行取締役１名は対象外）です。
監査役の金銭報酬の額は、2010年６月25日開催の第58回定時株主総会において、年

額60百万円以内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の監査役の員数
は４名（うち、社外監査役は２名）です。

③取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締役会が判断した理由
当社は、取締役・監査役の報酬枠及び取締役賞与は、人事報酬委員会での審議、取締役

会での決議を経て、株主総会の決議で決定することとしております。また、取締役及び監
査役の個々の報酬は、人事報酬委員会で十分審議を行ったうえで、取締役については取締
役会で、監査役については監査役の協議で、それぞれ決定することとしており、審議プロ
セスの客観性と透明性を確保していることから、その内容は決定方針に沿うものであると
判断しております。
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④取締役及び監査役の報酬等の総額等

役員区分 報酬等の総額
報酬等の種類別の総額 対象となる

役員の員数基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等
取締役

（うち社外取締役）
251百万円
(35百万円)

168百万円
(35百万円)

73百万円
（ー）

9百万円
（ー）

10名
(4名)

監査役
（うち社外監査役）

41百万円
(9百万円)

41百万円
(9百万円) ー ー 5名

(3名)
（注）１．業績連動報酬等として取締役に対して賞与を支給しております。賞与支給にあたっては、毎年の会

社業績、配当、従業員賞与の水準、他社の動向及び中長期業績や過去の支給実績などを総合的に勘
案して検討を行い、株主総会の決議を経て支給しております。

２．非金銭報酬等として取締役（社外取締役及び非業務執行取締役を除く）に対し、業績連動型株式報
酬制度を導入しております。当社は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるため、取締役
に対し業績指標の達成度合いに連動してポイントを付与し、信託を通じて各取締役の保有ポイント
に応じた当社株式を交付します。業績指標については、取締役と株主の皆様との目線をより一層合
わせ、利益とリスクを共有するため、2024年度より各事業年度の連結の「ROE」及び、連結の
「ROIC」としております。なお、ポイントは毎年一定の時期に、取締役会の決議を経て対象者へ付
与し、取締役が株式の交付を受ける時期は原則として退任時としております。また、当該株式報酬
には、付与されていたポイントの全てを失効し、以降の付与を行わない旨（マルス）の条項が含ま
れております。発動要件が発生した場合には、この条項を取締役会の決議により行使することがで
き、発動要件には業務上の傷病等でやむを得ないと判断した場合を除く自己都合による辞任や当社
に損害を与えたことに起因した解任及び辞任、その他の違法行為等の当社に対して不利益、不都合
の所為あった場合を含みます。

３．上記人数及び報酬等の額には、2025年６月26日開催の第73回定時株主総会終結の時をもって退任
した取締役１名を含んでおります。

４．上記人数及び報酬等の額には、2025年６月26日開催の第73回定時株主総会終結の時をもって退任
した監査役１名を含んでおります。

５．上記業績連動報酬等の額には、2026年６月29日開催の第74回定時株主総会において決議予定の取
締役賞与（社外取締役は除く）が含まれております。

６．上記非金銭報酬等の額には、株式報酬引当金繰入９百万円が含まれております。
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（６）社外役員に関する事項
当期における主な活動状況
氏 名 地 位 主な活動状況

木 下 俊 男 社 外 取 締 役

当期開催の取締役会14回中14回に出席し、2023年
６月からは議長に就任しております。取締役会では、
必要に応じ、客観的かつグローバルな見地及び公認会
計士としての豊富な経験と専門的知識に基づき発言を
行っております。また、社外取締役と全監査役が出席
するミーティングでは、当社の経営上の課題を議論す
る等、ガバナンスの強化に貢献しております。

三 原 秀 哲 社 外 取 締 役

当期開催の取締役会14回中14回に出席し、必要に応
じ、弁護士としての専門的見地及び当社グループのガ
バナンス強化の視点から発言を行っております。ま
た、当期開催の人事報酬委員会８回中８回に出席し、
役員等の人事・報酬に関して審議の充実に貢献するほ
か、社外取締役と全監査役が出席するミーティングで
は、当社の経営上の課題を議論する等、ガバナンスの
強化に貢献しております。

永 尾 慶 昭 社 外 取 締 役

当期開催の取締役会14回中14回に出席し、必要に応
じ、経営者としての豊富な経験と幅広い知識から取締
役会の適正な意思決定について発言を行っておりま
す。また、当期開催の人事報酬委員会８回中８回に出
席し、2023年６月からは委員長に就任しております。
人事報酬委員会では、役員等の人事・報酬に関して審
議の充実に貢献するほか、社外取締役と全監査役が出
席するミーティングでは、当社の経営上の課題を議論
する等、ガバナンスの強化に貢献しております。

筒 井 さち子 社 外 取 締 役

当期開催の取締役会14回中14回に出席し、必要に応
じ、企業経営に関する経験に加え、金融機関でのアド
バイザリーやコンサルティング業務で培った専門知識
から取締役会の適正な意思決定について発言を行って
おります。また、当期開催の人事報酬委員会８回中
８回に出席し、役員等の人事・報酬に関して審議の充
実に貢献するほか、社外取締役と全監査役が出席する
ミーティングでは、当社の経営上の課題を議論する
等、ガバナンスの強化に貢献しております。
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氏 名 地 位 主な活動状況

小 澤 伸 光 社 外 監 査 役

当期開催の取締役会14回中14回に、また、監査役会
10回中10回に出席し、必要に応じ、公認会計士とし
ての専門的見地から発言を行っております。また、社
外取締役と全監査役が出席するミーティングでは、当
社の経営上の課題を議論する等、ガバナンスの強化に
貢献しております。

大 岩 直 子 社 外 監 査 役

当期開催の取締役会11回中11回に、また、監査役会
６回中６回に出席し、必要に応じ、弁護士としての専
門的見地から発言を行っております。また、社外取締
役と全監査役が出席するミーティングでは、当社の経
営上の課題を議論する等、ガバナンスの強化に貢献し
ております。
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５．当社の会計監査人の状況
（１）会計監査人の名称

PwC Japan有限責任監査法人

（２）会計監査人が受けた過去２年間の業務停止の内容
該当事項はありません。

（３）責任限定契約の内容の概要
該当事項はありません。

（４）補償契約の内容の概要
該当事項はありません。

（５）当期に係る会計監査人の報酬等の額
区 分 支 払 額

当期に係る報酬等の額 57百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 59百万円

（注）１．当社の重要な子会社のうち、海外子会社につきましては、当社の会計監査人以外の監査法人の監査
を受けております。

２．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額は合計額を記載
しております。

３．監査役会は、会計監査人の監査計画、職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠などを確認し、検討
した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

（６）非監査業務の内容
該当事項はありません。

（７）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められ

る場合、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任します。
この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会

計監査人を解任した旨及びその理由を報告いたします。
また、監査役会は、会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合に

は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定します。
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６．剰余金の配当等の決定に関する方針
当社の利益配分に関する基本方針は、2025 年度より始まる中期経営計画

「Transformative Value Evolution(TVE) Wave2 2027」(2025 年度から 2027 年度)
の期間は、当社の持続的成長と株主の皆様への長期的な利益を一層重視するために機動的な
施策を可能とし、経済の状況に左右されることなく配当額の安定性を高めるため、一株当た
りの配当下限額を 103.8 円に設定させて戴くとともに、総還元性向として、目標値を
50%以上とする方針としております。
なお、当社は、取締役会の決議をもって剰余金の配当を行うことができる旨を定款に定め

ており、中間、期末の年２回、配当を行うことを基本としております。
当期の期末配当金は、上記の方針に則り、取締役会決議により、１株当たり普通配当

53.1円とさせていただきました。この結果、既に実施しております中間配当金１株当たり
51.9円と合わせまして、当期の年間配当金は105.0円となります。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注）本事業報告中の記載金額は百万円未満を、株数は表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結貸借対照表（2026年３月31日現在）
（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 114,236 流 動 負 債 52,764
現 金 及 び 預 金 45,684 支払手形及び買掛金 33,162
受 取 手 形 2,801 短 期 借 入 金 46
売 掛 金 43,530 リ ー ス 債 務 809
有 価 証 券 8 未 払 法 人 税 等 1,880
商 品 及 び 製 品 1,822 未 払 費 用 10,694
仕 掛 品 1,230 役 員 賞 与 引 当 金 63
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 13,038 訴 訟 損 失 引 当 金 408
そ の 他 7,340 そ の 他 5,698
貸 倒 引 当 金 △1,220 固 定 負 債 11,704

固 定 資 産 56,136 社 債 4,009
有 形 固 定 資 産 33,026 リ ー ス 債 務 1,561

建 物 及 び 構 築 物 9,398 繰 延 税 金 負 債 2,086
機械装置及び運搬具 11,316 株 式 給 付 引 当 金 412
土 地 6,667 退職給付に係る負債 3,542
建 設 仮 勘 定 1,638 そ の 他 92
そ の 他 4,005 負 債 合 計 64,468

無 形 固 定 資 産 1,094 （純 資 産 の 部）
投資その他の資産 22,015 株 主 資 本 82,533

投 資 有 価 証 券 3,958 資 本 金 9,040
長 期 貸 付 金 9 資 本 剰 余 金 7,907
繰 延 税 金 資 産 6,278 利 益 剰 余 金 66,890
退職給付に係る資産 2,418 自 己 株 式 △1,305
そ の 他 9,630 その他の包括利益累計額 22,347
貸 倒 引 当 金 △280 その他有価証券評価差額金 884

為 替 換 算 調 整 勘 定 21,068
退職給付に係る調整累計額 394

新 株 予 約 権 6
非支配株主持分 1,017
純 資 産 合 計 105,904

資 産 合 計 170,372 負 債 ・ 純 資 産 合 計 170,372
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連結損益計算書（2025
2026

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日
から
まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 269,009
売 上 原 価 237,231
売 上 総 利 益 31,777

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 20,172
営 業 利 益 11,604

営 業 外 収 益
受 取 利 息 640
受 取 配 当 金 232
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 438
為 替 差 益 706
そ の 他 655 2,673

営 業 外 費 用
支 払 利 息 382
そ の 他 84 467

経 常 利 益 13,810
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 49
投 資 有 価 証 券 売 却 益 507
関 係 会 社 出 資 金 売 却 益 21 578

特 別 損 失
固 定 資 産 処 分 損 47
事 業 構 造 改 善 費 用 1,061 1,108

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 13,281
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 4,191
法 人 税 等 調 整 額 △625
当 期 純 利 益 9,714
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 417
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 9,297
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貸借対照表（2026年３月31日現在）
（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 55,337 流 動 負 債 23,367
現 金 及 び 預 金 19,090 電 子 記 録 債 務 4,749
電 子 記 録 債 権 2,343 買 掛 金 13,049
売 掛 金 22,978 関係会社短期借入金 46
商 品 及 び 製 品 273 未 払 金 300
仕 掛 品 440 未 払 費 用 3,138
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 2,248 未 払 法 人 税 等 1,168
前 渡 金 3 預 り 金 234
短 期 貸 付 金 5,813 設 備 関 係 支 払 手 形 107
そ の 他 2,508 前 受 収 益 37
貸 倒 引 当 金 △361 役 員 賞 与 引 当 金 63

固 定 資 産 45,997 そ の 他 472
有 形 固 定 資 産 8,621 固 定 負 債 4,462

建 物 3,157 社 債 4,009
構 築 物 97 株 式 給 付 引 当 金 412
機 械 及 び 装 置 1,658 そ の 他 40
車 両 運 搬 具 0
工 具 器 具 備 品 328 負 債 合 計 27,829
土 地 3,359 （純 資 産 の 部）
建 設 仮 勘 定 20 株 主 資 本 72,615

無 形 固 定 資 産 478 資 本 金 9,040
ソ フ ト ウ ェ ア 462 資 本 剰 余 金 8,604
そ の 他 16 資 本 準 備 金 8,592

投資その他の資産 36,897 そ の 他 資 本 剰 余 金 12
投 資 有 価 証 券 3,567 利 益 剰 余 金 56,275
関 係 会 社 株 式 24,819 利 益 準 備 金 480
出 資 金 0 そ の 他 利 益 剰 余 金 55,794
関 係 会 社 出 資 金 6,772 圧 縮 記 帳 積 立 金 18
長 期 貸 付 金 6 別 途 積 立 金 15,000
長 期 前 払 費 用 219 繰 越 利 益 剰 余 金 40,775
前 払 年 金 費 用 708 自 己 株 式 △1,305
繰 延 税 金 資 産 550 評価・換算差額等 884
そ の 他 256 その他有価証券評価差額金 884
貸 倒 引 当 金 △4 新 株 予 約 権 6

純 資 産 合 計 73,506
資 産 合 計 101,335 負 債 ・ 純 資 産 合 計 101,335
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損益計算書（2025
2026

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日
から
まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 99,809
売 上 原 価 87,183
売 上 総 利 益 12,626

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 7,423
営 業 利 益 5,202

営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 5,358
為 替 差 益 525
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 3,681
そ の 他 152 9,717

営 業 外 費 用
支 払 利 息 251
そ の 他 160 412

経 常 利 益 14,507
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 0
投 資 有 価 証 券 売 却 益 505
関 係 会 社 出 資 金 売 却 益 28 533

特 別 損 失
固 定 資 産 処 分 損 20
事 業 構 造 改 善 費 用 18 39

税 引 前 当 期 純 利 益 15,001
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,951
法 人 税 等 調 整 額 △261
当 期 純 利 益 13,312
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2026年５月14日
株式会社 タ チ エ ス
取 締 役 会 御 中

PwC Japan有限責任監査法人
東京事務所
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 千 葉 達 哉

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 佐々木 崇

〇監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社タチエスの2025年4月1日から2026年3

月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等
変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、株式会社タチエス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益
の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
〇監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される
規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の
責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して
いる。
〇強調事項
重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、2026年4月10日開催の取締役会において、子会社の

異動を伴う株式の取得及び子会社化することについて決議している。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

〇その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ

の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注
意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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〇連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する

ことにある。
〇連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の
注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。
監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企
業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結
計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監
査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関す
る指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項
について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守

したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するため
の対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用してい
る場合はその内容について報告を行う。
〇利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。 以 上
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会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2026年５月14日
株式会社 タ チ エ ス
取 締 役 会 御 中

PwC Japan有限責任監査法人

東京事務所
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 千 葉 達 哉
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 佐々木 崇

〇監査意見
当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社タチエスの2025年4月1日から

2026年3月31日までの第74期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。
〇監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規
定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしてい
る。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
〇強調事項
重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、2026年4月10日開催の取締役会において、子会社の

異動を伴う株式の取得及び子会社化することについて決議している。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

〇その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他
の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討す
ること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払
うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事
実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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〇計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する

ことにある。
〇計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の
基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査
報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等
の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算
書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守

したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するため
の対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用してい
る場合はその内容について報告を行う。
〇利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書
監 査 報 告 書

当監査役会は、2025年４月１日から2026年３月31日までの第74期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成
した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたしま
す。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
１）監査役会は、監査の方針、当期の監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取

締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、当期の監査計画等に従い、取締役、経営監査室そ

の他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めると共に、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて

説明を求めました。また、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いた
しました。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社か
ら事業の報告を受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の
業務の適正を確保するための体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部
統制システム）については、取締役及び使用人等からその構築と運用状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
め、意見を表明いたしました。
なお、財務報告に関わる内部統制については、取締役及び会計監査人から当該内部統制の評価及び監査の状況について
報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 事業報告に記載されている会社の支配に関する基本方針及び取り組みについては、取締役会等における審議の状況等を
踏まえ、その内容について検討を加えました。

④ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを確認すると共に、その職務の執行状況につい
て報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保する
ための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」等に従って整備している旨
の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計
算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
１）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の遂行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。

また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の遂行についても、財務報告に係る内部統
制を含め、指摘すべき事項は認められません。

④ 事業報告に記載されている会社の支配に関する基本方針については、指摘すべき事項は認められません。
また、そのための取り組みは、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、か
つ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと認めます。

２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人PwC Japan有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

３）連結計算書類の監査結果
会計監査人PwC Japan有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

以 上
2026年５月15日

株式会社タチエス 監査役会
常勤監査役 松 井 尚 純 ㊞
常勤監査役 木ノ瀨 哲 也 ㊞
社外監査役 小 澤 伸 光 ㊞
社外監査役 大 岩 直 子 ㊞

以 上
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株主メモ

事 業 年 度 ４月１日〜翌年３月31日
定 時 株 主 総 会 毎年６月
基 準 日 定時株主総会 毎年３月31日

期末配当 毎年３月31日
中間配当 毎年９月30日
その他必要があるときは、あらか
じめ公告して定めます。

単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人及び 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
特別口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

住所変更、その他お問い合わせ先
証券会社に口座を
開設されている

株主様

証券会社に口座を
開設されていない株主様

（特別口座に記録されている株主様）

郵送物送付先

お取引の証券会社

〒 168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

電 話 番 号 0120-782-031（フリーダイヤル）

取 次 窓 口 三井住友信託銀行株式会社
全国各支店

未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行株式会社にお
申し出ください。

当社は、定款の規定により、2026年５月15日開催の取締役会において、期末配当金を１株当たり普通配当
53.1円とし、効力発生日（支払開始日）を2026年６月８日とすることを決議いたしました。
2025年12月に１株当たり51.9円の中間配当金をお支払いしておりますので、年間の配当金は１株当たり

105.0円となります。
期末配当金につきましては、同封の「期末配当金領収証」により、払渡しの期間内（2026年６月８日から

2026年７月10日まで）に最寄りのゆうちょ銀行又は郵便局でお受け取りください。
また、配当金の口座振込をご指定の方は同封の「配当金計算書」及び「お振込先について」を、株式数比例

配分方式をご指定の方は同封の「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」をご確認ください。

2021年11月12日に公表いたしました「株主優待制度の廃止に関するお知らせ」のとおり、2021年３月31日
時点の株主名簿に記載又は記録された、当社株式１単元（100株）以上を保有されている株主の皆様を対象に実
施した株主優待をもちまして、株主優待制度を廃止させていただきました。
今後も株主の皆様への利益還元を重要な経営課題と位置づけ、企業価値の向上に取り組んでまいりますので、

何卒ご理解賜りますようお願い申しあげます。

定時株主総会の決議結果につきましては、定時株主総会終了後にインターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.tachi-s.co.jp/）に掲載いたします。なお、当該開示をもって決議通知に代えさせていただき
ますので、ご了承くださいますようお願い申しあげます。
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株主総会会場ご案内図

会 場
東京都立川市曙町二丁目14-16
ホテルエミシア東京立川 カルログランデ（４階）
電話番号 042-525-1121㈹

▌交通

電車をご利用の場合
東京駅よりJR中央線にて約60分
JR中央線「立川駅」下車、北口より徒歩
約２分です。
※駐車台数には限りがありますので、お

車でのご来場はご遠慮くださいますよ
うお願い申しあげます。


